
25 
 

厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 
分担研究報告書 

 
ベーチェット病の眼病変に対する適正治療指針の検討 

 
南場 研一    北海道大学大学院 医学研究院 眼科学教室 
大野 重昭    北海道大学大学院 医学研究院 眼科学教室 
北市 伸義    北海道医療大学 眼科 
岩田 大樹    北海道大学大学院 医学研究院 眼科学教室 

 
研究要旨 
 目的]  ベーチェット病患者の発症年齢は特に青壮年に多く、視機能が障害されることは患者本

人はもちろんのこと、社会的、経済的にも極めて重要な問題となる。ベーチェット病に伴うぶどう

膜炎の治療として以前からコルヒチン、シクロスポリン、ステロイド薬の内服などが用いられてき

た。近年では難治性ぶどう膜炎を伴うベーチェット病に対して生物学的製剤であるインフリキシマ

ブ（IFX）やアダリムマブ(ADA)が使用されるようになり、高い有効性を示してきた。しかしその一

方で、これらの治療にも抵抗性を示す症例や効果減弱例も一部にみられ視力を失っていくこともあ

る。そのため、ベーチェット病の眼病変に対する適正な治療を確立することは急務と言える。我々

は本疾患の眼病変の治療指針に関するクリニカルクエスションとそれに対する推奨文ならびに解説

文を作成することを目的とした。 
[方法]  ベーチェット病の眼病変に対する適正治療指針を整備するために、北海道大学病院眼科な

らびに本邦においてぶどう膜炎の専門外来を有する各施設で分担を決め治療指針についての作成と

協議を行った。 
[結果] ベーチェット病のぶどう膜炎の治療をどのように進めるべきかに関するアルゴリズムを作

成し、その段階に応じたコルヒチン、シクロスポリン、低用量のステロイド薬、IFX などの各種代

表的な眼発作予防のための治療ならびに眼発作時の治療方法に関するクリニカルクエスションの作

成をした。我々の施設では主にベーチェット病の眼炎症発作の予防に対するステロイド薬の全身治

療について担当し、用法ならびに治療の注意点についての推奨文と解説文を作成した。また、各施

設とともに協議をして同意度・推奨の強さを決定した。 

[まとめ] 全てのクリニカルクエスションに対する回答とその根拠をとりまとめ、各施設とともに協

議をして診療ガイドラインを完成とした。 
A. 研究目的 

ベーチェット病に伴うぶどう膜炎に対する治

療として、眼炎症発作を抑制するためにコルヒチ

ン、シクロスポリン、低用量のステロイド薬の内

服などを用いてきた。近年では難治性ぶどう膜炎

を伴うベーチェット病にインフリキシマブ（IFX）

やアダリムマブ(ADA)が使用されるようになり、

高い有効性を示している。しかしその一方で、こ

れらの治療に抵抗性を示す症例、もしくは効果減

弱により視力を失っていく症例もみられるのも

事実である。 
また世界25 カ所を調査した研究では、現在な

おベーチェット病のぶどう膜炎患者の1/4が失明

に至るという厳しい現実がある（Kitaichi N et 
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al. Br J Ophthalmol, 2007）。とくにベーチェ

ット病患者の発症年齢はさらに低いことを我々

は報告した（Kitamei H et al. Acta Ophthalmol, 

2009）。ぶどう膜炎は特に青壮年での発症が多く、

患者本人はもちろん、社会的、経済的にも極めて

重要な問題である。この観点からも、ベーチェッ

ト病の眼病変に対する適正な治療指針を整備す

ることは重要かつ急務と言える。 
今回我々はベーチェット病の治療指針を示す

ため、ガイドラインを作成することを目的とした。 
 

B. 研究方法 
ベーチェット病の眼病変に対する適正治療指

針を整備するために、北海道大学病院眼科ならび

に本邦においてぶどう膜炎の専門外来を有する

各施設とともに担当分野を決め各項目について

のガイドラインの文面を作成し、その内容につい

ての協議を行った。 
 
C. 研究結果 
ベーチェット病の難治性ぶどう膜炎の治療をど

のように進めるべきかを提示するため治療に関

するアルゴリズムを作成した（図１）。 
次にそれぞれの段階に応じたコルヒチン、シク

ロスポリン、低用量のステロイド薬、インフリキ

シマブなどの代表的な治療について各施設で担

当を割り振り、クリニカルクエスションとそれに

対する推奨文ならびに解説文を作成した。 

我々は主にベーチェット病の眼炎症発作の予防

に対するステロイド薬の全身投与に関する有効

性ならびにその治療に伴う問題点についてクリ

ニカルクエスション(CQ)と、それに対する推奨

文ならびに解説文を下記に示すように作成した。 
 

CQ； 

副腎皮質ステロイド薬全身投与は眼発作予防

に有効か? 

 

 

 

図１．ベーチェット病の難治性ぶどう膜炎の治

療に関するアルゴリズム 
 

推奨； 

副腎皮質ステロイド薬全身投与の眼発作予防に

対する効果は限定的であり、他の治療法が困難な

場合にのみ投与を提案する。  

 

解説； 

副腎皮質ステロイド薬は、高容量を全身投与す

ることにより、現在活動性の網膜ぶど う膜炎の

消炎効果を期待できる。しかしながら、炎症消退

後に眼発作抑制として投与する場合、高容量を維

持投与することは困難であるため、その減量中に

眼発作を誘発されることが知られている。したが

って、副腎皮質ステロイド薬の全身投与は、現実

的には、単独での眼発作抑制は困難である。ベー

チェット病の眼発作を抑制する治療として、

Step1 でコルヒチン、Step2A でシクロスポリンを
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用いるのが一般的である。それでも眼発作が抑制

できない場合に通常生物学的製剤(TNF 阻害薬)

の導入を検討するが、導入が難しい場合には副腎

皮質ステロイド薬であるプレドニゾロン内服を

併用することがある。その場合には 10-20mg/日

程 度から開始し、3 か月につき 5mg 以下の速度

で緩徐に減量する。その後は低用量(5- 10mg/日)

のプレドニゾロンを継続投与することが望まし

い。他病変の治療のためにプレドニゾロンの内服

が行われることもあるが、その場合も減量をゆっ

くり行う必要がある。中止は 2.5-5mg/日を継続

した後に慎重におこなう。このように、副腎皮質

ステロイド薬の全身投与は高容量の維持投与が

困難であり、現在活動性のある炎症発作を消退さ

せる目的で短期間投与することはあるが、眼発作

抑制を目的として維持投与することは効果およ

び副作用の面から困難である。全身状態などによ

り、TNF 阻害薬の導入が困難な時に、併用薬とし

て追加導入される限定的な使用を提案する。 

 

これに代表されるように全ての項目について

クリニカルクエスションに対する回答とその根

拠をとりまとめた。さらに各施設と協議をしてそ

れぞれの同意度・推奨の強さを決定し、診療ガイ

ドラインを完成とした。 
 

D 考察 
 ベーチェット病診療ガイドライン 2020を完成

することができた。ただし、ベーチェット病の難

治性ぶどう膜炎に対する治療に IFX が、また難

治性非感染性ぶどう膜炎についてはADAが治療

に用いられるようになった。今後とも医療の進歩

とともに新たな治療の登場が想定され、それに応

じて治療ガイドラインの改定が必要になるもの

と考えられる。 
 
E. 結論 

我々が提起した治療のアルゴリズムならびに

クリニカルクエスションを含めその他の案を統

合して協議を重ね、診療ガイドラインを完成とし

た。 
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Disease: Rotterdam, Netherlands; 

2018/9/13-15 

7. Suzuki K, Iwata D, Namba K, Mizuuchi K, 

Fukuhara T, Ohno S, Kitaichi N, Ishida S. 

Trough levels of Adalimumab and the 

appearances of anti-adalimumab antibody 
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